
■ matrixの基本

▼ マトリクス 「セルへの入力」と「セルからの出力」の原理

マトリクス名

 

プレーン数
 色要素の数
 4とは ARGB
 1だとモノクロ

セルに入れる数値の
データタイプ
 通常は 「char」で使用する

char : 整数 0～255 (8bit)
long：符号付整数  約 -21億～+21億 (32bit)
float32：32bitの浮動小数点実数 
float64：64bitの浮動小数点実数

X方向(横)のセルの数 Y方向(縦)のセルの数

↑ X方向に2個、Y方向に2個
    合計４個のセルを持つ
　 マトリクスを設定

x=0, y=0 のセルに対して
以下の数値を入力
プレーン数4 なので4つの数値入力

A (透明度) = 255 
R (赤)       = 255
G (緑)       = 0
B (青)       = 0

アルファー Red Green Blue

x=0 y=0のセルに
入力されている数値
を取り出す
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